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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 海底土の 137Cs 濃度の分布は、一般的に福島第一原子力発電所（1F）より離れ、海底土の粒度

が荒い場所で濃度が低い傾向にあるとされている。また、福島県沿岸域の卓越した南向きの潮

流により、1F より南側は比較的濃度が高いとされている。海底土のモニタリング検査では、
137Cs 濃度は低下傾向を示しているが、一部の海域で数十から数千 Bq/kg のばらつきがみられ

る。本研究では、ばらつきの大きな 137Cs 濃度が局所的に観察された海域周辺の 137Cs の分布メ

カニズムの解明を目的とし、スミス-マッキンタイヤ採泥器（SM）と水中テレビロボットカメ

ラ（ROV、採泥器搭載）（図１a）を用いて、海底土の 137Cs 濃度の把握を実施した。その結

果、同海域周辺から、1.42-1,004 Bq/kg-dry の 137Cs 濃度の比較的高い濃度を含む海底土が採取

された。 

                                                                                                                         

（１） 曳航式ガンマ線計測法（Radiometric Environment Survey and Quantification; RESQ）に

よる測定で局所的に 1,000 Bq/kg-wet を超える濃度が検出された地点を中心とした 9 測点

（図１b）において ROV および SM による採泥を実施した。 

（２） 9 測点（図 1b）における SM による採泥では、137Cs 濃度は 1.42-569 Bq/kg-dry だった（図

２a）。また、測点 F5 での ROV による採泥では、137Cs 濃度は 6.58-1,004 Bq/kg-dry だっ

た（図２b）。これらは RESQ による観測と整合性のある結果となった。 

 

２ 期待される効果 

（１） 魚介類のモニタリング結果とあわせて情報発信することにより魚介類の安全性を漁業関係

者や消費者に示すことができる。 

（２） 海底土のモニタリング検査における 137Cs 濃度の変動を説明するための資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 海底土から生物への放射性セシウムの移行はほとんどないとされている。 
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図１ (a)ROV の写真および(b)測点 

(a) 

採泥器

(b) 

 

図２ 局所的な 137Cs の分布が観察された海域(a)周辺および(b)中心の 137Cs 濃度 

〇は比較的高濃度だったサンプルのデータを示す。 
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(a) 局所的な分布が観察された海域周辺（9測点）

SMによる採泥（2020年5月, 2020年8月実施）
(b) 局所的な分布が観察された海域の中心（F5）

ROVによる採泥（2020年2月, 2020年8月実施）

観測点
（1回の採泥につき3連のサンプル）
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サンプル名
（同じ名前は同じロットのサンプルを示す）


